
「一年を振り返って」

私は、一年間を振り返って、印象に残ったことが三つあります。

一つ目は勉強です。最初の定期テストでは、やる気が出ず、効率のいい勉強の仕方も何も分からない
ままテストが終わってしまい、悔しい結果になりました。その悔しさから、その後のテストでは様々な
工夫をしました。分からないことをそのままにしておくのではなく、先生に聞いてみたり、分かりやす
くノートにまとめ、後で見直したりと、自分に合う勉強方法にしました。その結果、少しずつ点数を伸
ばすことができました。そこで私は、努力は結果に繋がるということを、実感することができました。
二つ目は、体育祭です。私の小学校は、新型コロナウイルスの影響で三年生から運動会がなくなって

しまいました。中学校に入り、初めて体育祭に参加し、紅軍・白軍に分かれ白熱した熱戦を目の当たり
にしました。そして応援団を筆頭に、それぞれの軍のために仲間を応援する雰囲気に感動して、自分の参

加した競技に熱い気持ちで取り組むことができました。
三つ目は、部活動です。私はソフトテニス部に所属しています。部活動に所属し始めの頃は、右も左も分からない私た

ち一年生に対して、先輩方が優しく、丁寧に接してくれました。ボール片付けやコートの整備を率先して行う先輩方の姿
から、技術を身に付ける以前に大切な多くのことを学ぶことができました。自分たちも、二年生になったら、後輩のお手
本となるような先輩になりたいと思っています。また、一緒に入部した仲間と教え合い、励まし合いながら、目標に向
かって努力する楽しさを今後も感じられるよう活動したいです。
一年生での経験を生かし、二年生になっても仲間を大切にし、何事にも全力で取り組み、中学校生活でしか得られない

様々な経験を積み、たくさんの感動を味わっていきたいと思います。
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「一年間の振り返りとこれからの抱負」

私はこの一年間で頑張ったことが二つあります。
一つ目は、部活動です。私はバスケットボール部に所属しています。チームスポーツであることか

ら、仲間とのコミュニケーションを大切にしてきました。また、部活動に加えて、新たにクラブにも
所属し、自分の苦手であるドリブルの強化に励みました。そのおかげで、ドリブルはもちろんシュー
トやディフェンスなど全体的に上達できたと思います。これからも部活動やクラブでの練習に一生懸
命取り組み、6月にある地区中総体で、個人としてもチームとしても満足の行く試合にしたいと思いま
す。
二つ目は、委員会活動です。私は後期から学級委員に所属しています。そのため、自分から時間をみて

行動し、二分前ウォームアップの呼びかけや、自分から率先してクラスの人たちに挨拶をすることを意識してきました。
私は、三年生でも学級委員を務め、クラスメイトの誰とでも気軽に話せる雰囲気作りに尽力していきたいと思っています。
また、修学旅行の実行委員として、みんなが安全に楽しく、学びを深められるように引き続き頑張っていきたいです。四
月には最高学年となるので、その自覚と責任を持ち、一、二年生の手本となる行動をしていきたいです。また受験生にも
なるので、一、二年生で学んだことの復習をしつつ、三年生での学習にも人一倍頑張っていきたいです。そして、第一希
望の高校に入れるように、日々の授業にも真剣に取り組んでいきたいです。

「一年間を振り返って」

私たち三年生にとってこの三学期は、受験に向けた大切な時期でした。そしてこの三学期を通して

私は、三つのことの大切さを改めて感じました。
一つは、積み重ねることの大切さです。受験勉強は、定期テストとは違い、中学校の内容全てが範

囲です。応用問題もあり、難しく感じることもありました。だからこそ、日々の学習を丁寧にする必要
があります。特に一、二年生のうちにしっかりと基礎を固めておくことが重要だと感じました。
次に「仲間」の大切さです。「受験は団体戦である。」私は初め、この言葉に共感できませんでした。

しかし実際に受験勉強に取り組む中で、一生懸命に勉強するクラスの仲間たちの雰囲気に何度も背中を
押してもらいました。この一年間一緒に頑張ってきた三組のみんなには感謝の気持ちでいっぱいです。
そして三つ目は「時間」の大切さです。私が新入生代表のあいさつで最初にこのステージに立った入

学式の日、あの日からもう三年が経とうとしています。そして私たち三年生が仲間と過ごせる時間は残りわずかとなり
ました。これまで当たり前のように過ごしていた日々が今では一日一日、一瞬一瞬が貴重な時間です。一、二年生のみ
なさんには是非、これからの日々を大切に過ごしてほしいと感じています。
私たち燦燦学年は四中でたくさんのことを経験し、学びました。これから新たなステージへと歩み出しますが、たと

え場所が変わろうと、四中で学んだことを忘れません。この学校で過ごした日々に誇りを持って生活していきます。

３年３組
太田 悠真

２年５組
佐々木翌翔

１年２組
遠藤 統真

「この1年間で、３つの問いの答えは見つかりましたか？」※修了式の校長あいさつより

校長 石山 重典
○第三学期４５日、令和６年度１９７日。明日の卒業式をもって修了します。
素晴らしい１年でした。校長として、また今年も素敵な四中生と出会えて本当によかったです。みんなが

授業や体育祭等の行事はもちろん、全国レベルの大会での活躍など、皆さんの輝きは素晴らしかったです。

○さて、校長先生が今年度の一学期の始業式と入学式に話したことを覚えているでしょうか。
皆さんに三つの問いを投げかけたものです。

一つ目は「なぜ、大切なものは目に見えないのか」
二つ目は「なぜ、人は一人として同じ人がいないのか」
三つ目は「なぜ、君たちは四中に入学してきたのか」

○今年一年を振り返り、私は四中生の姿でこの問いを考えてみました。

・一つ目の「なぜ、大切なものは目に見えないのか」についてです。
結論は「本当に大切なものは心の中にしかしまっておけないもの」だからということです。
あの体育祭での頑張っている姿、胸の高鳴り、これから生きるための糧となるものです。
みんなで歌った合唱。目には見えない、その時にしか感じられないものです。
この胸の中にしまうことができるものなんですね。
考えてみたら四中が大切にしている「あいさつ」は目に見えないものですね。

・二つ目の「なぜ、人は一人として同じ人がいないのか」についてです。
結論は「より幸せを感じることができるため」ではないかと考えました。
神様は凸凹に人間をつくったという人がいます。生きていくうえで、その凸凹のみんながいな
ければ成り立たずに、一人一人が必要とされている存在であると。
みんなが創った応援合戦など、もしこれが一人であればどうだったかなと思います。
「やったね！」「ありがとね！」「悔しいね。」「泣かないで、輝いてたよ。」と喜んだり、
悔しがったり、涙を流したり、思いを共有できることこれは幸せなんだと。

・三つ目の「なぜ、君たちは四中に入学してきたのか」についてです。
結論は「生まれる前から決まっていた」からだと思っています。
必然だったのです。この必然は、良いことも悪いことも、うれしいことも悔しく悲しいことも、
必要なことであり、それがこの生きていく上で必要なものだからと思っているのです。
四中で学んでよかった！それは、中学生の時期の仲間との学びがとても大切だ。有意義だ。と
実感するためではないかと思うのです。
たとえば、こんな人が結構いるのではないでしょうか。入院してお医者さんや看護婦さんと出
会い、私は医療従事者になったと。

これらのことは、まだまだ正解とは言えないかもしれません。考え続けたいと思います。

○校長先生は四中のNextStageは「学び」であると考えています。
答えのない問いに自分なりの答えを考え、みんなに問い、訊いてみる。そして、自分にない考えを得る。
そして、また考え、答えを出す。その繰り返しが正解のない時代の「学び」ではないかと思うのです。

○最後に、新年度、一人一人それぞれの新たなNextStageでの活躍を期待し、挨拶とします！

令和6年度、修了しました。
今年度の四中教育へのご理解、ご支援に感謝いたします！



【運動関係】

〇山形県中学校陸上競技選手大会 （10月１２日）
・男子２年 100ｍ 第7位 五十嵐 英二（２－２）
・男子共通 200ｍ 第8位 五十嵐 英二（２－２）
・男子共通 800ｍ 第3位 井藤 慶 （２－１）
・女子共通共走高跳 第6位 吉田 唯 （２－２）

〇ソフトテニス週間記念事業
山形県中学校ソフトテニス大会 （10月13日）
・第１位 阿部 希生（２－１）田中優里奈（２－１）細谷 唯真（２－３）

吉田妃茉莉（２－３）工藤 結音（２－４）吉田妃奈多（２－４）
齋藤 愛恋（２－５）新関 雛乃（２－５）

〇県南ブロック大会 （10月19日）※入賞・県新人決勝大会出場のみ
☆剣道競技
・男子個人 滝口恭佑３回戦進出（１－２） 県決勝大会出場

☆柔道競技
・男子個人55㎏級 第１位 宇田 晴哉（２－２） 決勝大会出場

〇天童市総合スポーツ大会 （10月20日）
・男子4×100ｍR 第２位

相田大樹（１－４）井藤慶（２－１）矢萩湊介（２－４）五十嵐英二（２－２）
〇第６４回村山地区中学校新人剣道大会（１１月４日）

・男子団体 第１位
〇県新人決勝大会 （11月９日）
☆剣道競技
・男子個人 滝口 恭佑 初戦敗退（１－２）

☆柔道競技
・男子個人５５㎏級 第１位 宇田 晴哉（２－２）

☆体操競技
・個人女子総合 第４位 伊藤優梨香（１－３）

〇天下一武道会 （１１月１０日）
☆空手競技
・型 中学２年の部 第１位 三浦 空大（２－４）
・組手 中学２・３年上級の部 第２位 三浦 空大

〇第１６回Uクラブ交流大会
・ソフトテニス女子団体
らふらんすリーグ第１位 佐藤 千紗（２－１）田中優里奈（２－１）工藤 結音（２－４）

齋藤 愛恋（２－５）仲野 琴羽（２－５）松田 音々（２－５）
さくらんぼリーグ第２位 伊藤 結衣（２－２）髙橋 華穏（２－２）野川 琴羽（２－３）

細谷 唯真（２－３）吉田妃茉莉（２－３）吉田 紘 （２－３）
吉田妃奈多（２－４）

〇令和6～７年度 山形県中学校体育・スポーツ優秀選手
☆陸上 五十嵐英二（２－２） 井藤 慶 （２－１）
☆水泳 松坂 琉星（２－３） 後藤 由奈（２－２）
☆バドミントン 田川 俊元（２－４） 土屋 陽虎（２－１）
☆柔道 宇田 晴哉（２－２）

〇天童市バドミントン大会（12月7日）
・中学新人の部
男子ダブルス 第１位 田川 俊元（２－４） 土屋 陽虎（２－１）

第３位 髙橋 大喜（２－１） 馬場 理人（２－１）
〇天童市少年剣道錬成大会（12月8日）

男子個人 第３位 村上 蓮 （２－２） 三河 佑太（１－３）
女子個人 第２位 鈴木 心菜（２－３） 五十嵐瑠愛（２－２）

〇令和６年度天童市スポーツ協会 表彰受賞者
奨励賞（団体） ☆剣道部 男子団体
殊勲賞 ☆水泳 松坂 琉星（２－３）
奨励賞 ☆柔道 宇田 晴哉（２－２）

☆剣道 工藤 煌大（３－１）
☆バスケットボール 岸 永樹（２－２）
☆陸上 井藤 慶（２－１） 関 莉空（３－１） 関 音空（３－４）

○令和６年度天童市教育委員会優秀児童・生徒褒章
宇田晴哉（柔道） 岸 永樹（バスケットボール） 松坂 琉星（水泳） 駒澤 杏梨（英語弁論）
叶内倫太朗（剣道） 高橋 怜士（剣道） 武田 宝冠（剣道） 押野 大吾（剣道）
工藤 煌大（剣道） 鎌倉 一晟（剣道） 後藤 明亨（剣道）

表彰の記録（地区新人大会以降）

【文化関係】

○第７６回東南村山地区中学校英語弁論大会（９月５日）
☆ スピーチの部 第１位 駒澤 杏梨（３－２）

〇防犯ポスターコンクール（９月１０日）
☆ 優良賞 深瀬 陽生（１－２）

佳 作 矢野 心萌（１－２）
○第８８回東村山地区児童生徒図画作品展（９月１３日）
☆ 入選 武田 結衣（１－２） 阿部 璃桜（２－１） 阿部 希生（２－１） 清野 櫻七（３－２）

小川 司恩（３－３） 居鶴美菜子（３－３） 村岡 志海（３－３）
〇第７１回全国青少年読書感想文東村山地区コンクール（９月１３日）
☆ 優秀 堀江 恵匠（３－３）

佳作 岩崎 未侑（３－２） 菅原 心花（３－２） 鈴木 怜奈（３－４）
齊藤野乃子（２－１） 武田 結衣（１－２）

〇天童市納税ポスター展（９月２６日）
☆ 優秀賞 髙橋 奈妃紗（１－１）

入選 森谷 心花 （１－２） 梅津 心咲（１－４）
○第７６回山形県英語弁論大会（９月２７日）
☆ スピーチの部 第２位 駒澤 杏梨（３－２）

○天童市理科作品展（９月３０日）
☆ 入選 星川 朔梛（１－１） 菊地 煌大（１－２） 石澤 佑介（１－３） 花輪あつみ（１－３）

石澤 瑶氣（１－４） 吉岡 蒼空（２－３） 髙橋 宗士（２－３） 田川 俊元（２－４）
軽部 恒輝（２－４） 野口 貴寛（２－１） 新関 慶汰（２－５）

〇第３５回大ケヤキ全国書道絵画展 （１０月１９日）
☆ 優秀賞 鴫原 わこ（２－３）

○第６１回天童市民美術展（１０月２０日）
☆ 入選 土田光奈乃（１－４） 菖蒲 帆颯（１－４） 山口 颯真（１－３） 小野 萌花（１－１）

武田 桜奈（１－２） 工藤 結音（２－４） 松田 愛叶（２－５） 平林 菜々（２－５）
東海林心聖（２－４） 阿部 希生（２－１） 小座間優哉（３－１） 清野 櫻七（３－２）
太田 悠真（３－３） 武田 大和（３―３） 小林 広葉（３－４）

○令和６年度明るい選挙啓発ポスター（１０月日）
☆ 入選 遠藤姫奈乃（２－１） 田中優里奈（２－１）

川島 璃心（２－４） 渡邉 杏美（２－５）
○天童市理科研究発表会（１０月２３日）

☆ 松浦未來（１－３） 井藤 慶（２－１） 野川勝矢（２－４）
〇第７４回全国小中学校作文コンクール （１０月３１日）
☆ 優秀賞 長瀬 花 （３－１） 佳作 松岡 知佳（３－２）

〇東北電力第５０回中学生作文コンクール
☆ 佳作 加藤 星奈（３－４）

○第７２回天童市民書道展（１１月１７日）
☆ 天童市長賞 久保木愛結（３－１） 書之四宝かの賞 遠藤姫奈乃（２－１）

特選 伊藤優梨香（１－３） 関 莉空（３－１）
出展 古澤希乃芭（１－１） 星川 朔椰（１－１） 安藤 大雅（１－２） 押野 沙悠（１－２）

奥山 奈々（１－３） 板垣 冴 （１－４） 押野 記桜（１－４） 齊藤野乃子（２－１）
五十嵐瑠愛（２－２） 茂俣 快 （２－２） 鴫原 わこ（２－３） 野川 琴羽（２－３）
渡辺 奏佑（２－３） 横山 優乃（２－３） 松田 愛叶（２－５） 渡邉 杏美（２－５）
井上 和奏（３－２） 海道 彩春（３－２） 須藤 杏 （３－２） 伊藤 壽志（３－３）
後藤 里歩（３－４） 西塚つばさ（３－４）

○宮城浩蔵賞（11月13日）
☆ 杉原 悠真（３－２）

○令和６年度天童市男女共同参画推進標語
☆ 入 選 髙橋 大喜（２－１）

〇高円宮杯第76回全日本中学校英語弁論大会（１１月２９日）
☆第6位 駒澤 杏梨

〇令和６年度天童市下水道ポスター作品コンクール（12月1日）
☆ 優秀賞 五十嵐 瑠愛 （２－２） 工藤 芽衣（２－２）

○令和6年度東村山地区読書感想画コンクール（12月6日）
☆ 特 選 國井 萌々華（２－５）

入 選 野川 琴羽 （２－３） 岡崎 百花（２－４） 小栗 千宙（２－５）
菖蒲 帆颯 （１－４） 森川 彩音（１－４）

〇令和６年度 県読書感想文コンクール （１１月１８日）
☆連絡協議会長賞 堀江 恵匠 （３－３）

○第５１回村山地区アンサンブルコンテスト（１２月２１日）
☆ 銀賞 木管六重奏 銅賞 金管六重奏 銅賞 管打六重奏

〇第４３回全国中学生人権作文コンテスト山形県大会（１２月１５日）
☆ 奨励賞 菅原 心花（３－２）

○令和６年度読書感想画山形県コンクール (１月１４日)
☆ 入選 國井 萌々華（２－５）

○第６７回山形県小中高校書道展（２月１６日）
☆ 呉竹賞 鴫原 わこ（２－３）


